
事
業
者

・
レ
ジ
袋
や
過
剰
包
装
等
の
提
供

を
で
き
る
だ
け
控
え
る
よ
う
に
す

る
。

・
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
の
提
供

を
図
る
。

行　

政

・
協
力
要
請
等
を
す
る
。

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

２
１
１
４
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目　

標

①
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
買
い
物

ご
み
の
発
生
に
つ
な
が
る
レ
ジ
袋

の
利
用
や
過
剰
な
包
装
等
を
削
減

す
る
た
め
に
行
動
す
る
。

②
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
の
普
及

を
通
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
。

消
費
者

・
買
い
物
に
は
、
買
い
物
袋
や
ふ

ろ
し
き
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
や
過

　

「
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
身
近
な
生
活
の
中
で
で
き

る
ご
み
減
量
化
の
た
め
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て
、
10
月
の
３
Ｒ
推
進
月

間
に
合
わ
せ
、環
境
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
を
全
国
的
に
促
す
も
の
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、「
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う
」
を

サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
消
費
者
、
事
業
者
及
び
行
政
に
よ
る
県
内
統
一
行
動
と

し
て
、「
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
は
「
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間
で
す

剰
包
装
等
を
辞
退
す

る
。

・
エ
コ
マ
ー
ク
商
品

や
再
生
品
等
、
環
境

に
や
さ
し
い
商
品
を

購
入
す
る
。

「
き
き
ま
す
、と
ど
け
ま
す
、

あ
な
た
の
声
を
行
政
に
」

　

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
　
　
　

10
月
15
日
～
10
月
21
日

　

さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動

の
一
環
と
し
て
福
祉
ま
つ
り
で
の

福
祉
相
談
会
と
合
同
で
、
特
設
行

政
相
談
会
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
身
の
回
り
の
困
っ
た
こ

と
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
な
ど
を

解
決
す
る
手
助
け
を
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

特
設
行
政
相
談
会

日
時　

10
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

内
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

な
お
、
相
談
週
間
中
、
町
の
行
政

相
談
委
員
及
び
行
政
相
談
窓
口
で
も

相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
行

政
へ
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員　

馬
頭
地
区
担
当　

平
澤
秀
子
氏

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
５
５
７

小
川
地
区
担
当　

守
谷
次
男
氏

☎
０
２
８
７―

９
６―

３
１
６
９

ケビン・ブラックバーン

第2話　「ホームグラウンド」
　このコラムを書いている時期は９月の中旬ですが、まだ
暑い日が続いています。先日、暑気払いのために職場の仲
間と一緒に宴会を企画しました。当日の夕方、我々は歩い
て出かけました。僕の上司の「川沿いで行きましょう」と
の提案に、皆で観光ルートを通って宴会場まで行きました。
　武茂川は僕の職場と自宅のすぐそばですが、地域のゴミ

で身近なものを見ようと思い直したら、意外に色々な発見
がありました。
　僕の勤務先である山村開発センターの前に最初の発見が

拾いを除き川岸はほとんど通りませ
ん。しかし、その日川の美しさが目
に留りました。
　この「那珂川町再発見」のコラム
を計画したとき、町の隅々まで出歩
くことを想像しましたが、やはり僕
の考え方は未熟でした。那珂川町を
再発見するためには、まずは自分の
ホームグラウンドから始めるべきだ
と改めて思いました。
　17 年前に来町したばかりの目線

ありました。僕はいつも「上を
向いて歩こう」としていますが、
視線を様々な方向に向けてみる
と、歩道からの左下に、ピンク
色の生地が目に入りました。よ
く見てみると、かなり褪

あ

せた赤
いマントを被

かぶ

ったお地蔵様がい
ました。道路沿いのゲートを開
け、階段を降りてみたとき、こ
れはお墓かと思いました。しか
し、これはお墓ではなく、「内神」
と近所のお友だちに教わりました。
　何百回とこの前を通っていたにもかかわらず、今日まで
このお地蔵様に気がつくことができませんでした。
　この身近な冒険から貴重な教訓を得ることができました。
「隣の芝生は青い」とよく言いますが、自分の「芝生」を新
たな目で見ると、「青い」ところはかなりあります。身の回
りの魅力はこのコラムに最初に紹介するには、とてもすて
きな再発見となりました。

※
３
Ｒ
と
は
、
リ
デ
ィ
ー
ス
（
減
量
）
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

リ
デ
ィ
ー
ス
は
、
ご
み
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
も
の
を
製
造
・
加
工
・

販
売
す
る
こ
と
。
リ
ユ
ー
ス
は
、
も
う
一
度
使
え
る
も
の
は
ご
み
と
し
て
廃
棄
し
な
い
で
再
利
用

す
る
こ
と
。
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
も
、
再
生
資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
こ
と
。

※
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
24
）

　

今
回
も
、先
進
地
視
察
先
の
１
つ
で
あ
る
、埼
玉
県
寄
居
町
の
「
埼

玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
」
の
公
園
緑
地
施
設
と
総
合
的
資
源
循
環

型
モ
デ
ル
施
設 

「
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
」
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま

す
。

　

埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
元
年
か
ら
埋
め
立
て
を
開

始
し
、
す
で
に
４
つ
の
区
画
で
埋
め

立
て
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
１・
２

号
区
画
は
公
園
緑
地
施
設
と
し
て

整
備
さ
れ
、陸
上
競
技
の
４
０
０
ｍ

ト
ラ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
が
で
き

る
多
目
的
広
場
の
ほ
か
、
寄
居
町
が

一
望
で
き
る
展
望
台
、
あ
ず
ま
や
等

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

体
育
館
も
整
備
さ
れ
地
域
住
民
に

解
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
調
節
池
の
周
辺
に

は
水
辺
テ
ラ
ス
や
遊
歩
道
が
設
置

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
公
園
内
に
は

桜
、
つ
つ
じ
等
の
花
木
が
植
栽
さ

れ
、
周
辺
の
自
然
と
調
和
し
た
美

し
い
景
観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
公
共
機
関
が
関
与

す
る
全
国
初
め
て
の
総
合
的
資
源

循
環
型
モ
デ
ル
施
設
「
彩
の
国
資

源
循
環
工
場
」
が
あ
り
ま
す
。
県

で
は
、
こ
こ
を
拠
点
に
「
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」（
廃
棄
物
を
徹
底

分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る

こ
と
で
、
単
純
な
焼
却
や
単
純
埋

め
立
て
に
よ
っ
て
処
分
す
る
産
業

廃
棄
物
を
な
く
す
こ
と
）
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
企
業
９
社
が
、
食
品
残
さ

や
建
設
廃
棄
物
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
、

肥
料
や
再
生
骨
材
、
固
形
燃
料
な

ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
ほ
か
、

ゴ
ミ
発
電
に
よ
り
電
力
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
の
工
場
で
は
、

雨
水
利
用
と
工
場
排
水
の
ク
ロ
ー

ズ
・
シ
ス
テ
ム
（
循
環
利
用
）
を

採
用
し
、
水
使
用
量
と
環
境
負
荷

の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
企
業
等
か
ら
排

出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
抑
制
と
廃
棄

物
を
利
用
し
て
新
た
な
製
品
を
生

み
出
す
努
力
が
行
政
と
民
間
協
力

の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

相談窓口の開設
　馬頭最終処分場についての相談窓口は毎月第 1 水
曜日に開設しています。町民の皆さまの疑問にお答
えし、ご意見やご要望をお伺いしています。相談日
以外でも県または町にご相談ください。
相談日時　11 月 7 日（水）午後１時～午後６時
場　　所　役場本庁２階第３会議室
問い合わせ

　県　馬頭処分場整備室　☎０２８－６２３－３２２７
　町　環境整備対策室　　☎０２８７－９２－１１１０

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果
をお知らせします。
調査項目　ダイオキシン類
採 水 日　平成 19 年６月 11 日
採水場所　１周辺環境水
　　　　　　（1）投棄地直下河川
　　　　   　（2）小口川上流
　　　　　　（3）周辺人家井戸２ヵ所
　　　　　２ 投棄現場
　　　　　　 投棄地下流側浸出水
調査結果 → 周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
　詳細については環境整備対策室（☎０２８７－９２
－１１１０）にお問い合わせください。

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
平成19年度年間変動調査分

ダイオキシン類

最終処分場視察を実施します
視 察 先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）
　　　　　エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）
　　　　  その他、要望の施設
対 象 者　町内に住所を有する団体・グループ・個人
申し込み　環境整備対策室　☎０２８７－９２－１１１０
実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定します。


